天和三年の古今伝受　――近衛基凞『伝授日記』の作成を中心に―― by 酒井 茂幸
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場に持参している。 陽明文庫の蔵書の中にはこれに該当する伝本は見出せ無い 、 以下に挙げた陽明文庫蔵
･近衛基凞
天和三年の古今伝受（酒井） 
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高梨素子『古今伝受の周辺』 （おうふう、二〇一六）参照。
 
（
8）海野圭介「確立期の御所伝受と和歌の家─幽斎相伝の典籍・文書類の伝領と禁裏古今伝受資料の作成をめぐっ
て─」
(大阪大学古代中世文学研究会編『皇統迭立と文学形成』 〈和泉書院、二〇〇九〉
)。なお櫛笥節男『宮
内庁書陵部
 
書庫渉獵─書写と装訂─』 （おうふう、二〇〇六）に図版と解説が掲載される。
 
（
9）三輪正胤『歌学秘伝の研究』
(風間書房、一九九四
)、赤瀬信吾
｢古今伝授の三木伝
｣(『解釈と鑑賞』第五六巻
三号、一九九一
･三
)。
 
（
10）海野圭介
｢細川幽斎と古今伝受
｣(森正人
･鈴木元編『細川幽斎─戦塵の中の学芸』 〈笠間書院、二〇一〇〉
)。
 
（
11）前掲注
(
9 )三輪著書。
 
（
12）海野圭介
｢東山御文庫蔵『古今集相傳之箱入目録』
･同『追加』考─古今伝受後の後西院による目録の作成をめ
ぐって─
｣(『古代中世文学論考第六巻』 〈新典社、二〇〇一〉
)。なお、海野は指摘していないが、東山御文庫
蔵『後西天皇古今伝授書案』
(勅封六二─八─二─一二
)に写しが二通収められる。
 
（
13）海野圭介・尾崎千佳「東山御文庫蔵『古今伝授御日記』 『古今集御講義陪聴御日記』解題・翻刻」
(『上方文藝
研究』第一号、二〇〇四・一〇
)の翻刻による。
 
（
14）新井栄蔵
｢陽明文庫蔵古今伝授資料
｣(『国語国文』第四六巻第一号、一九七七
･一
)に影印が掲載される。
 
（
15）橋本不美男・新井栄蔵編京都大学国語国文学叢書四十 古今切紙集
 
宮内庁書陵部蔵』
(臨川書店、一九八三
)
に影印と翻刻並びに解題が備わる。
 
 
